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１．ＲＳ通信仕様 
 １．０ 基本通信仕様 
    

通信方式 半二重・調歩同期式 

ボーレート １９２００ｂｐｓ 

パリティービット なし 

ストップビット １ｂｉｔ 

信号レベル ＲＳ２３２Ｃ レベルに対応 

 
１．１ 
 RS232C標準コマンドプロトコル基本データフレーム 
 

基本コマンドフレーム 
先頭 

0 1 2 3～4 5～N N+1～N+2 
SOH 
0X01 

コマンド 
1 ﾊﾞｲﾄ 

コマンド 
予備 

1 ﾊﾞｲﾄ 

データ長 
2 ﾊﾞｲﾄ 

データ 
又は 

パラメータ 

SUM 
2 ﾊﾞｲﾄ 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
基本応答フレーム 

先頭 
0 1 2 3～4 5～N N+1～N+2 

SOH 
0X01 

コマンド 
1 ﾊﾞｲﾄ 

応答ｺｰﾄﾞ 
1 ﾊﾞｲﾄ 

データ長 
2 ﾊﾞｲﾄ 

データ 
 

SUM 
2 ﾊﾞｲﾄ 

 
 
 
 
 
  

このﾃﾞｰﾀのﾊﾞｲﾄ数 

ここまでの合計 

必要に応じて 
ACK：0ｘ06 
NCK：再送要求0ｘ15 
その他サブコマンド 
など入れる。 

正常終了：ACK(0x06) 
記録中：(0x09) 
記録ﾃﾞｰﾀ転送時：ﾌﾞﾛｯｸNo. 



１．２ ＮＵＬＬ送信 
スリープ状態のデータロガーと通信する場合コマンドフレームの送信に先がけてNULL を 1 ﾊﾞｲﾄ送信する。 
データロガーは、NULLによりスリープ状態を解除し次の受信から正常に受信する。 
このスリープ状態解除（ｱｸﾃｨﾌﾞ状態）は通信終了後2秒間継続する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

データロガーは、スリープ解除状態（ｱｸﾃｨﾌﾞ状態）にNULL やSOH以外を受信した場合読み捨てる 
 
 １．３ 通信シーケンス 
 

・コマンド対する応答は1秒以内であり1フレームである。 
・1秒以内に応答できない特殊ケースについては応答時間を別途定める。 

 
・コマンドに対し即時応答し実行終了後に再度実行結果を応答する方法は、個別機種で規定する。 

 
・通信中のタイムアウト 

バイト間のタイムアウトは2秒以下である。 
これ以上経過した場合はフレーム先頭（SOH）からの受信待ちとなる。 

 
・ネットワーク接続を考慮した通信シーケンス 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

PC  データロガー- 備考 

NULL(0ｘ00) →  スリープ解除信号 
コマンド →  基本コマンドフレーム 
 ← 応答 基本応答フレーム 



 
１．４ データ吸い上げのデータ転送のシーケンス 
 
データ吸い上げコマンドに先がけて設定データ吸い上げコマンドを実行する。 
このコマンド受付時点の状態（記録データ数、最終記録からの経過秒数）が転送する設定データとなる。 
 

データ吸い上げ要求コマンド 
SOH 
0X01 

コマンド 
0X40 

ｻﾌﾞｺﾏﾝﾄﾞ 
 0x40 

データ長 
2 ﾊﾞｲﾄ 

吸い上げ 
ﾃﾞｰﾀ量 

ﾊﾞｲﾄ数指定 

SUM 
2 ﾊﾞｲﾄ 

データ吸い上げ要求応答フレーム 
SOH 
0X01 

コマンド 
0X40 

応答ｺｰﾄﾞ 
0ｘ06 

データ長 
64 

設定データ 
64バイト 

SUM 
2 ﾊﾞｲﾄ 

 

記録データは、ﾌﾞﾛｯｸ（1024 BYTE）単位で転送する。 
ﾌﾞﾛｯｸ ｻｲｽﾞ ＝ ﾃﾞｰﾀ長 ＝ 1024 ﾊﾞｲﾄ 
データ吸い上げコマンドフレーム1 

SOH 
0X01 

コマンド 
0X41 

ACK 
0ｘ06 

データ長 
2 ﾊﾞｲﾄ 

データ 
任意 

SUM 
2 ﾊﾞｲﾄ 

データ吸い上げ応答フレーム1 
SOH 
0X01 

コマンド 
0X41 

ﾌﾞﾛｯｸNo. 
（*1） 

データ長 
1024 

記録 
データ 

SUM 
2 ﾊﾞｲﾄ 

*1 ﾌﾞﾛｯｸNo.は、自動インクリメントする。1 

 
 
データ吸い上げコマンドフレーム2（同じﾌﾞﾛｯｸの再送要求） 

SOH 
0X01 

コマンド 
0X41 

NCK 
0ｘ15 

データ長 
2 ﾊﾞｲﾄ 

データ 
任意 

SUM 
2 ﾊﾞｲﾄ 

データ吸い上げ応答フレーム2 
SOH 
0X01 

コマンド 
0X41 

ﾌﾞﾛｯｸNo. 
（*2） 

データ長 
1024 

記録 
データ 

SUM 
2 ﾊﾞｲﾄ 

 *2 ﾌﾞﾛｯｸNo.は、インクリメントしない。-2 

 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

PC  データロガー- 備考 

NULL(0ｘ00) →  スリープ解除信号 
コマンド（0X40） →  設定データ吸い上げコマンド 
 ← 応答 応答フレーム 
コマンド（0X41）+（ACK） →  データ吸い上げコマンド 
 ← 応答 ﾌﾞﾛｯｸNo.1転送 
コマンド（0X41）+（ACK） →  データ吸い上げコマンド 
 ← 応答 ﾌﾞﾛｯｸNo.2転送 
コマンド（0X41）+（ACK） →  データ吸い上げコマンド 
 ← 応答 ﾌﾞﾛｯｸNo.3転送 
コマンド（0X41）+（NCK） →  再送コマンド 
 ← 応答 ﾌﾞﾛｯｸNo.3転送 
コマンド（0X41）+（ACK） →  データ吸い上げコマンド 
 ← 応答 ﾌﾞﾛｯｸNo.4転送 
    



２．設定テーブル 
２．１ 設定テーブル 

    １）設定テーブル１ 
表　２．３

Address 初期値 ロガーが受信するデータ PCへ送信するデータ
００ｈ(0) ０ｘ０Ａ 記録間隔(秒)
０１ｈ(1) ０ｘ００

０２H(２) ０ｘ００

０３H(３) ０ｘ００

０４H(４) ０ｘ００

０５H(５) ０ｘ００

０６H(６) ０ｘ００

０７H(７) ０ｘ００

０８H(８) ０ｘ００

０９H(９) ０ｘ００

０AH(10) ０ｘ００

０BH(11) ０ｘ００

０CH(12) ０ｘ００

０DH(13) ０ｘ００

０EH(14) ０ｘ００ キャリブレーション日時

０FH(15) ０ｘ００

１０H(16) ０ｘ００

１１H(17) ０ｘ００

１２H(18) ０ｘ００

１３H(19) ０ｘ００

１４H(20) ０ｘ００

１５H(21) ０ｘ００

１６H(22) ０ｘ００

１７H(23) ０ｘ００

１８H(24) ０ｘ００

１９H(25) ０ｘ００

１AH(26) ０ｘ００

１BH(27) ０ｘ００

１CH(28) ０ｘ００

１DH(29) ０ｘ００

１EH(30) ０ｘ００

１FH(31) ０ｘ００

記録開始日時



 
２ ６ ０ｘＥ８

２ ７ ０ｘ０３

２ ８ ０ｘ００

２ ９ ０ｘ００

２AH(42) ０ｘ００

２BH(43) ０ｘ００

２CH(44) ０ｘ００ 最終記録からの秒数（4BYTE）
２DH(45) ０ｘ００ 〃

２EH(46) ０ｘ００ 〃

２FH(47) ０ｘ００ 〃
０ｘ０３

３ １ ０ｘ００

３ ２ ０ｘ００

３ ３ ０ｘ００

３ ４ ０ｘ００

３ ５ ０ｘ００

３ ６ ０ｘ００

３ ７ ０ｘ００

３ ８ ０ｘ００

３ ９ ０ｘ００

３AH(58) ０ｘ００ 記録バイト数

３BH(59) ０ｘ００ データ転送量

３CH(60) ０ｘ００ 記録バイト数

３DH(61) ０ｘ００ 総記録ﾊﾞｲﾄ数

３EH(62) ０ｘ４８

３FH(63) ０ｘ０４

０：即時記録　　　１：予約記録   ２：マニュアル

０：エンドレス　　８０H：ワンタイム

３ ０
H(48)

ＬＣＤ表示　3：ｃｈ１、ｃｈ２表示有り　０：表示を消す
１：ｃｈ１のみ表示　　　　　２：ｃｈ２のみ表示

警報設定

予約待ち時間

 
 
※ 機種コードの設定 

機 種 ３Ｅｈ（62） ３Ｆｈ（63） 
ＴＲ－７１Ｕ ０ｘ３７ ０ｘ０４ 
ＴＲ－７２Ｕ ０ｘ３８ ０ｘ０４ 

ＴＲ－７１ｗｅｂ ０ｘ００ ０ｘ０７ 
ＴＲ－７２ｗｅｂ ０ｘ０１ ０ｘ０７ 
ＴＲ－７３Ｕ ０ｘ４８ ０ｘ０４ 



 ２）設定テーブル２ 
 

表２．４
Address 初期値 ロガーが受信するデータ PCへ送信するデータ
０ ０ ０ｘ０Ｄ CH1データ変換値　傾き（ａ）
０ １ ０ｘ０Ｄ 例）傾き １．１の時 １．１×４０９６＝

０ ２ ０ｘＥ８ ＣＨ１データ変換値　切片（ｂ）

０ ３ ０ｘ０３ 例）切片 ２．１の時 ２．１×４０９６＝

０ ４ ０ｘ００ CH２データ変換値　傾き（ａ）
０ ５ ０ｘ００

０ ６ ０ｘＥ８ ＣＨ２データ変換値　切片（ｂ）

０ ７ ０ｘ０３

０ ８ ０ｘ００ CH３データ変換値　傾き（ａ）
０ ９ ０ｘ００

０ Ａ ０ｘ００ ＣＨ３データ変換値　切片（ｂ）

０ Ｂ ０ｘ００

０ Ｃ ０ｘ００ CH４データ変換値　傾き（ａ） ※予備

０ Ｄ ０ｘ００

０ Ｅ ０ｘ００ ＣＨ４データ変換値　切片（ｂ） ※予備
０ Ｆ ０ｘ００

１ ０ ０ｘ００ ｃｈ１下限値

１ １ ０ｘ００

１ ２ ０ｘ００ ｃｈ１上限値

１ ３ ０ｘ００

１ ４ ０ｘ００ ｃｈ２下限値

１ ５ ０ｘ００

１ ６ ０ｘ００ ｃｈ２上限値

１ ７ ０ｘ００

１ ８ ０ｘ００ ｃｈ３下限値

１ ９ ０ｘ００

１AH(26) ０ｘ００ ｃｈ３上限値

１ Ｂ ０ｘ００

１CH(29) ０ｘ００ ｃｈ４下限値 ※予備

１DH(30) ０ｘ００

１ Ｅ ０ｘ００ ｃｈ４上限値 ※予備

１ Ｆ ０ｘ００

２０H～ ０ｘ００ ※予備　３２バイト

３ＦH ０ｘ００



 
２．２ チャンネル名テーブル 

 
表２．５ テーブル１

アドレス 初期値 ロガーが受信するデータ ＰＣへ送信するデータ
００Ｈ～ ０ｘ００ 装置名
１ＦＨ ０ｘ００
２０Ｈ～ ０ｘ００ 　チャンネル１　ＮＡＭＥ
２ＦＨ ０ｘ００
３０Ｈ～ ０ｘ００ 　チャンネル２　ＮＡＭＥ
３ＦＨ ０ｘ００

表２．６ テーブル２

アドレス 初期値 ロガーが受信するデータ ＰＣへ送信するデータ
００Ｈ～ ０ｘ００ 　チャンネル３　ＮＡＭＥ
０ＦＨ ０ｘ００
１０Ｈ～ ０ｘ００ 　空き
３ＦＨ ０ｘ００

 



 
２．３ 現在値読み取りコマンドのデータフォーマット 
 

現在値読み取りコマンドでは現在値だけでなく、上下限設定値も同時に送られる。 
形式は次表に従い、応答フレームのデータ部に格納される。 

表　２．８
アドレス 内容

バイト０ CH1現在値　Ｌ 監視設定 Bit0 １：:監視有効

バイト１ CH１現在値　Ｈ Bit1 ０：監視無効

バイト２ CH2現在値　Ｌ Bit2
バイト３ CH２現在値　Ｈ Bit3
バイト４ CH３現在値　Ｌ Bit4
バイト５ CH３現在値　Ｈ Bit5
バイト６ CH1上限値　Ｌ

バイト７ CH１上限値　Ｈ

バイト８ CH1下限値　Ｌ

バイト９ CH１下限値　Ｈ

バイト１０ CH2上限値　Ｌ

バイト１１ CH２上限値　Ｈ

バイト１２ CH2下限値　Ｌ

バイト１３ CH２下限値　Ｈ

バイト１４ CH３上限値　Ｌ

バイト１５ CH３上限値　Ｈ

バイト１６ CH３下限値　Ｌ

バイト１７ CH３下限値　Ｈ

バイト１８ 監視設定

CH3上限値
CH3下限値

CH1上限値
CH1下限値

CH2上限値
CH2下限値

 
■現在値読み取り例■ 

00   01 33 00 04 00 00 00 00 00 38 00 
00 はウェイクアップ 
01 はSOH 
33 00 はコマンドとサブコマンド 
04 00 はデータ数；下位、上位の順 
00 00 00 00 はデータ；今回はとりあえずNULL 
38 00 はチェックサム；下位、上位の順 

 
応答は以下のようになります。 

01 33 06 13 00 F2 04 AA 05 D8 24 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 00 
BF 02 

 
F2 04 温度；26.6℃ 
AA 05 湿度；45.0％RH 
D8 24 気圧；943.2hpa 

送受する2バイトデータは上位下位バイトの順番が逆になります。 
 



 
２．４ 温度補正 

   ２点の補正値を入力することにより補正のための傾きと切片を設定する。 
   例） 測定値     真の温度 

２５．０℃(X1) → ２５．５℃(Y1) 
      ３１．０℃(X2) → ３１．６℃(Y2) 
 
      傾き ＝ (Ｙ２－Ｙ１)／（Ｘ２－Ｘ１） ＝ １．０１６６  
       切片 ＝ Ｙ２－(Ｙ２－Ｙ１)／（Ｘ２－Ｘ１）×Ｘ１ ＝ ０．０８３３ 

 
  設定値 傾き １．０１６６×４０９６ ＝ ４１６４（１０４４ｈ） 
   切片 ０．０８３３×４０９６ ＝  ３４１（０１５５ｈ） 

例１）設定値 傾き １．０１６ × １０００ ＝ １０１６（３Ｆ８ｈ） 
         切片 ０．０８３ × １０００ ＝   ８３（５３ｈ） 
   例２）切片がマイナスの場合 
         切片 －１．５００ －１５００（ＦＡ２４ｈ） 
    

※ Ｙ＝ａＸ＋ｂ 
ａ：１ ～ ２０００ 
ｂ：－５０００～５０００（０ｘＥＣ７８～０ｘ１３８８） 

 
２．５ その他 



コマンド表  
 
ｺﾏﾝﾄﾞ ｻﾌﾞ 

ｺﾏﾝﾄ 
内容 ＰＣが送信するデータ ＰＣが受信するデータ 

   ﾊﾞｲﾄ 0 ﾊﾞｲﾄ 1 ﾊﾞｲﾄ 2 ﾊﾞｲﾄ 3 応答ｺｰﾄﾞ ﾊﾞｲﾄ０ ﾊﾞｲﾄ１ ﾊﾞｲﾄ２ ﾊﾞｲﾄ３  

0x30 － 記録スタート － － － － 終了ｺｰﾄﾞ － － － －  
0x31 － 予約スタート 開始までの秒数（Unsigned long） 終了ｺｰﾄﾞ － － － －  
   ﾊﾞｲﾄ０ ﾊﾞｲﾄ１ ﾊﾞｲﾄ２ ﾊﾞｲﾄ３       
0x32 － 記録解除 － － － － 終了ｺｰﾄﾞ － － － －  
0x33 － 現在値読み取り － － － － 終了ｺｰﾄﾞ  
        

現在値フォーマット 
表2.8参照  

0x34 － 記録ﾃﾞｰﾀ数 － － － － 終了ｺｰﾄﾞ ﾃﾞｰﾀ数（ﾊﾞｲﾄ    
  ※ﾊﾞｲﾄ数ではない      Ｌ Ｈ    
0x35 － 機種コード － － － － 終了ｺｰﾄﾞ 機種コード CH1属性 CH2属性  
  読み取り           
0x36 － 機種コード読取 

アスキー 
－ － － － 終了ｺｰﾄﾞ  “TEST”   最後 

NULL 
0x37 － 温度単位 0:摂 1:華 －  － － 終了ｺｰﾄﾞ － － － －  
0x38 － 表示切り替え ０：表示無し 

１：ch1 
２：ch2 
３：ch3 
４：全表示 

－ － － 終了ｺｰﾄﾞ － － － －  

0x39 － 電池残量読み取り － － － － 終了ｺｰﾄﾞ      
             
0x3D 0x00 

 
データセット 
記録スタート 

設定データ６４バイト 
表2.3 参照 

終了ｺｰﾄﾞ － － － －  

0x3D 0x01 データセット 
 

設定データ６４バイト 
表2.4 参照 

終了ｺｰﾄﾞ     記録開始は 
行わない 

 



データ吸い上げコマンド1（記録DATAの送信順は、古いデータから新しいデータ） 
*吸い上げバイト数を“0”に指定すると記録データ全てを吸い上げる。 
 
 
ｺﾏﾝﾄﾞ ｻﾌﾞｺﾏﾝﾄﾞ 内容 ＰＣが送信するデータ ＰＣが受信するデータ 

   ﾊﾞｲﾄ 0 ﾊﾞｲﾄ 1 ﾊﾞｲﾄ 2 ﾊﾞｲﾄ 3 応答ｺｰﾄﾞ ﾊﾞｲﾄ０ ﾊﾞｲﾄ１ ﾊﾞｲﾄ２ ---- ﾊﾞｲﾄN 

*吸い上げﾊﾞｲﾄ数 0x40 0x00 記録ﾃﾞｰﾀ 
読み取り要求 Unsigned Short 

吸い上げﾊﾞｲﾄ数 0 
は全データ吸い上げ 

終了ｺｰﾄﾞ 表２．３の設定データ 
64バイト 

0x40 0x01 設定テーブル 
読み取り 

－ － － － 終了ｺｰﾄﾞ 表２．４の設定データ 
64バイト 

0x41 0x06 
(ACK) 

記録ﾃﾞｰﾀ 
読み取り 

－ － － － ﾌﾞﾛｯｸ 
No. 

記録データ（1024バイト） 
1024に満たない場合はそのバイト数 
送信順：古いデータから最新のデータ 

0x41 0x15 
(NAK) 

記録ﾃﾞｰﾀ読み 
取り（再送） 

－ － － － ﾌﾞﾛｯｸ 
No. 

↑ 

             
 
 



 
データ吸い上げコマンド2（記録DATAの送信順は、新しいデータから古いデータ）   
*吸い上げバイト数を“0”に指定すると記録データ全てを吸い上げる。 
 
ｺﾏﾝﾄﾞ ｻﾌﾞｺﾏﾝﾄﾞ 内容 ＰＣが送信するデータ ＰＣが受信するデータ 

   ﾊﾞｲﾄ 0 ﾊﾞｲﾄ 1 ﾊﾞｲﾄ 2 ﾊﾞｲﾄ 3 応答ｺｰﾄﾞ ﾊﾞｲﾄ０ ﾊﾞｲﾄ１ ﾊﾞｲﾄ２ ---- ﾊﾞｲﾄN 

*吸い上げﾊﾞｲﾄ数 0x44 0x00 記録ﾃﾞｰﾀ 
読み取り要求 Unsigned Short 

吸い上げﾊﾞｲﾄ数 0 
は全データ吸い上げ 

終了ｺｰﾄﾞ 表２．３の設定データ 
64バイト 

0x44 0x01 設定テーブル 
読み取り 

－ － － － 終了ｺｰﾄﾞ 表２．４の設定データ 
64バイト 

0x45 0x06 
(ACK) 

記録ﾃﾞｰﾀ 
読み取り 

－ － － － ﾌﾞﾛｯｸ 
No. 

記録データ（1024バイト） 
1024に満たない場合はそのバイト数 
送信順：最新のデータから古いデータ 

0x45 0x15 
(NAK) 

記録ﾃﾞｰﾀ読み 
取り（再送） 

－ － － － ﾌﾞﾛｯｸ 
No. 

↑ 

             
 



 
 

 
※ 書き込み許可コマンド（0x50）は、０ｘ５Ｘ系コマンドで設定テーブルを書き換える毎に実行する必要がある。 

ｺﾏﾝﾄﾞ ｻﾌﾞｺﾏﾝﾄﾞ 内容 ＰＣが送信するデータ ＰＣが受信するデータ 備考 

   ﾊﾞｲﾄ 0 ﾊﾞｲﾄ 1 ﾊﾞｲﾄ 2 ﾊﾞｲﾄ 3 応答ｺｰﾄﾞ ﾊﾞｲﾄ０ ﾊﾞｲﾄ１ -----  

0x50  設定ﾃｰﾌﾞﾙ 
書き込み許可 

－ － － － 終了ｺｰﾄ  ゙
記録中 

－ －  設定ﾃｰﾌﾞﾙに書き込み

を行う度必要 
0x52  設定ﾃｰﾌﾞﾙ 

書き込み 
BYTE 単位 

書き込み 
アドレス 

0x00 書き込み 
データ 

0x00 終了ｺｰﾄ  ゙
記録中 

－ －   

0x53  設定テーブル 
読み込み 
BYTE 単位 

読み込み 
アドレス 

0x00   終了ｺｰﾄ  ゙ 読み込み 
データ 

0x00   

0x54 ブロック 
０ｘ００ 
０ｘ０１ 

設定ﾃｰﾌﾞﾙ 
書き込み 
64BYTE一括 

設定データ６４バイト 
表２．３参照 
表２．４参照 

終了ｺｰﾄ  ゙
記録中 

－ －   

0x55 ブロック 
０ｘ００ 
０ｘ０１ 

設定テーブル 
読み込み 
64BYTE一括 

 － － － 終了ｺｰﾄ  ゙ 設定データ６４バイト 
表２．３参照 
表２．４参照 

 

0x56 ブロック 
０ｘ００ 
０ｘ０１ 

Ch名ﾃｰﾌﾞﾙ 
書き込み 
64BYTE一括 

設定データ６４バイト 
表２．５参照 
表２．６参照 

終了ｺｰﾄ  ゙
記録中 

－ －   

0x57 ブロック 
０ｘ００ 
０ｘ０１ 

Ch名テーブル 
読み込み 
64BYTE一括 

－ － － － 終了ｺｰﾄ  ゙ 設定データ６４バイト 
表２．５参照 
表２．６参照 

 

            
0x5b  Sw ロック切替 １：ロック 

０：:解除 
－ － － 終了ｺｰﾄ  ゙ － －  最初に、0x50コマンド

を実行すること 
            



※補正テーブル系コマンドは公開しない 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｺﾏﾝﾄﾞ ｻﾌﾞｺﾏﾝﾄﾞ 内容 ＰＣが送信するデータ ＰＣが受信するデータ 備考 

   ﾊﾞｲﾄ 0 ﾊﾞｲﾄ 1 ﾊﾞｲﾄ 2 ﾊﾞｲﾄ 3 応答ｺｰﾄﾞ ﾊﾞｲﾄ０ ﾊﾞｲﾄ１ -----  

0x60 0x00 補正履歴リード 
ブロック０ 

－ － － － 終了ｺｰﾄ  ゙
 

－ －  40バイトの補正履歴 
 

0x60 0x01 補正履歴リード 
ブロック１ 

    終了ｺｰﾄ  ゙
 

－ －  40バイトの補正履歴 
 

0x60 0x02 補正履歴リード 
ブロック１ 

    終了ｺｰﾄ  ゙
 

   40バイトの補正履歴 
 

0x61 0x00 補正履歴ライト 
ブロック０ 

補正履歴 ４０バイト 終了ｺｰﾄ  ゙
 

－ －   

0x61 0x01 補正履歴ライト 
ブロック1 

補正履歴 ４０バイト 終了ｺｰﾄ  ゙
 

－ －   

0x61 0x02 補正履歴ライト 
ブロック２ 

補正履歴 ４０バイト 終了ｺｰﾄ  ゙
 

－ －   

            



 
温度データの形式 
DATA（ﾜｰﾄﾞ長） 
 
（DATA-1000）/10 （℃） 
DATA＝FFFFHは無効データ 
 
例：  DATA=1253 
 （1253-1000）/10 = 25.3℃ 
  
 DATA＝695 
 （695-1000）/10 = -30.5℃ 
 
湿度データの形式 
DATA（ﾜｰﾄﾞ長） 
 
（DATA-1000）/10 （％） 
DATA＝FFFFHは無効データ 
 
例：  DATA=1250 
 （1250-1000）/10 = 25.0％ 
  
大気圧データの形式 
DATA（ﾜｰﾄﾞ長） 
 
DATA/10 （hPa） 
DATA＝FFFFHは無効データ 
 
例：  DATA=1250 
 10135/10 = 1013.5 hPa 
 
 


